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クエン酸第一ナトリウムと他の汎用薬剤との鉄薬物錯体形成
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クエン酸第一鉄ナトリウムと他の汎用薬剤との

鉄薬物錯体形成
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⑦

いる鉄剤の中で，使用量からＳＦＣが最も多い

が，その添付文書の副作用等の欄に，併用薬服

用後の尿色の変化に関する記載はない。

通常，鉄は三価として存在し，それ自体の溶

解性はきわめて低いため，何らかの形でイオン

化する必要がある。鉄がイオン化するには，そ

れと配位する物質（配位子）が必要で，さらに

配位子と結合し水溶性となった鉄（鉄錯体）は，

活性酸素・フリーラジカルを生じ，細胞障害を

引き起こす可能性がある')。今回指摘された鉄

剤服用後の尿色変化は，生体内で新たな鉄薬物

錯体が形成された可能性を示唆している。すな

わち，ＳＦＣと一緒に投与された各種薬剤の中に，

鉄イオンの配位子となっているものがあると考
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鉄欠乏‘性貧血は，もっとも頻度の多い疾患の

一つで，治療法として経口鉄剤が汎用される。

また治療対象となる患者は，同時に他の疾患に

も催患し，複数の薬剤を処方されることも多い。

われわれは，最近，クエン酸第一鉄ナトリウ

ム（sodiumferrouscitrate，以下SFC，フェ

ロミア⑧)と他剤を処方きれ，それらを服用した

患者の尿色に変化が生じた症例について相談を

受けた。当該メーカーに確認したところ，副作

用としての報告はないが，現在までに複数の薬

物とＳＦＣの同時服用により，類似の照会があっ

たことを告げられた。現在わが国で使用されて
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